
第 78 回地域協働学部教授会（オンライン） 議事要録 

 

日     時：令和４年３月９日（水） ９時30分～12時00分 

事務等待機場所：地域協働事務室（総合研究棟１階） 

出席者：大石学部長、市川副学部長、内田副学部長、池田教授、鈴木教授、霜浦教授、田中教授、玉里教授、湊

教授、石筒准教授、大槻准教授、齋藤准教授、須藤准教授、中澤准教授、藤岡准教授、松本准教授、

吉岡准教授、今城講師、佐藤洋子講師、俣野講師、佐藤文音助教、森助教、塩崎教授、赤池准教授、

岡村准教授、廣瀬准教授、吉用准教授、大崎講師、梶講師 

欠席者：中村准教授、立川准教授 

陪席者：（修学支援室地域協働学部教務係）名和 

（総務課地域協働事務室）山本、鈴木 

（資料） 

資料１ 令和４年度地域協働学部スケジュール（教授会及び統括会議案） 

資料２ 令和４年度地域協働学部・専攻・部門 委員会担当表 

資料３ 令和３年度第10回学士課程運営委員会 資料 

資料４ 令和３年度第11回全学教育機構会議 資料 

資料５ 令和３年度第７回共通教育再編WG 資料 

資料６ 令和３年度第48回危機対策本部会議 資料 

資料７ 令和３年度第91回全学財務委員会 

資料８ 令和３年度第５回地域協働学部入学・卒業判定等に関する委員会 議事録 

資料９ 学部コロナ対策特別WG報告 

資料10-1 令和３年度第10回総務委員会議事メモ 

資料10-2 令和３年度第10回広報・予算部会議事メモ・資料 

資料11-1 令和３年度第13回教務委員会 資料 

資料11-2 令和３年度第12回実習プログラム専門委員会 資料 

配布資料１ 2021年度地域協働学部スケジュール 

 

議事に先立ち、大石学部長から、第77回地域協働学部教授会議事要録の確認が行われ、承認された。 

 

 

議事： 

【審議事項】 



1． 令和４年度地域協働学部教授会及び統括会議の開催日について 

大石学部長から、資料１に基づき、令和４年度地域協働学部教授会及び統括会議の開催日について案内が

行われ、審議の結果、原案通り承認された。 

 

2． 令和４年度地域協働学部・専攻・部門 委員会担当表について 

大石学部長から、資料２に基づき、令和４年度地域協働学部・専攻・部門 委員会担当表について案内が

行われた。担当に関して要望がある場合は、３月中旬までに学部長に相談し、来年度４月の教授会にて最終

決定することとなった。 

 

3． その他 

特になし 

 

【報告事項】 

1． 令和３年度第10回学士課程運営委員会の報告について 

内田副学部長から、資料３に基づき、令和３年度第10回学士課程運営委員会について報告が行われた。 

 

2． 令和３年度第11回全学教育機構会議の報告について 

大石学部長から、資料４に基づき、令和３年度第11回全学教育機構会議について報告が行われた。 

 

3． 令和３年度第７回共通教育再編WGの報告について 

大石学部長から、資料５に基づき、令和３年度第７回共通教育再編WGについて報告が行われた。 

 

4． 令和３年度第48回危機対策本部会議の報告について 

大石学部長から、資料６に基づき、令和３年度第48回危機対策本部会議について報告が行われた。 

 

5． 令和３年度第91回全学財務委員会の報告について 

大石学部長から、資料７に基づき、令和３年度第91回全学財務委員会について報告が行われた。 

 

6． 令和３年度第５回地域協働学部入学・卒業判定等に関する委員会について 

大石学部長から、資料８に基づき、令和３年度第５回地域協働学部入学・卒業判定等に関する委員会につい

て報告が行われた。 

 



7． 学部コロナ対策特別WGの報告について 

大石学部長から、資料９に基づき、学部コロナ対策特別WGについて報告が行われた。 

 

8． 令和３年度第10回総務委員会の報告の報告について 

市川副学部長から、資料10-1に基づき、令和３年度第10回総務委員会について報告が行われた。 

（１）令和３年度第10回広報・予算部会の報告の報告について 

市川副学部長から、資料10-2に基づき、令和３年度第10回広報・予算部会について報告が行われた。 

 

9． 令和３年度第13回教務委員会の報告について 

内田副学部長から、資料11-1に基づき、令和３年度第13回教務委員会について報告が行われた。教員から

は、在来生オリエンテーションの日時について、p66とp469で時間が異なる部分がある点について質問があ

り、p469の時間にて実施する旨回答がなされた。 

また、令和４年度の１年生科目の実施について、教員からは担当を決める際の基準となったデータを明確に

してほしいということ、またそのデータを用いて教員の負担の軽減について議論をしてほしいことが提案され

た。これに対し、基準となったデータが示され、実習や他の授業などの状況を考慮したうえで担当を決めてい

る旨説明がなされた。令和４年度は体制案の通り実施し、選定基準や負担軽減については今後も議論を行うこ

ととなった。 

 

（１）令和３年度第12回実習プログラム専門委員会の報告について 

中澤准教授から、資料11-2に基づき、令和３年度第12回実習プログラム専門委員会について報告が行われ

た。 

 

10． その他 

令和４年度の人事委員会及び教員選考委員会（部門）を担当する准教授・講師・助教について、選挙が行わ

れた。投票の結果、下記の通り担当者が選出された。 

人事委員会・・・石筒准教授、中澤准教授、佐藤洋子講師、森助教 

教員選考委員会（部門）・・・石筒准教授、中澤准教授、今城講師、大崎講師 

 

次回開催 

日 時：令和４年４月13日（水）９時00分～ 

事務等待機場所：学部長室（総合研究棟２階） 

 


